
 

令和８年度名取市休日夜間急患センター運営委員会 会議録 
 

 

1. 日 時 令和８年８月２４日（月） 午後７時～午後７時４５分 

2. 場 所 保健センター ２階 会議室 

3. 出席者 運営委員  川村 義宏・東郷 暁・曽我 睦・西澤 健吾 

丹野 尚昭･毛利 虎一・山田 秀和・小池 智幸 

中山 聖子・星 有二 

  事務局   曽我 良輔・千田 元 ・馬場ルリ子・髙橋久美子 

遊佐 晶子･浅野 美保子・高橋 千春・佐藤 和歌音 

 

 

4. 委員会概要 

   委嘱状（任命状） 交付   （代表受領 川村委員）   

      報告 傍聴者 ０名 

          会議出席１０名で 過半数超えているため、会議成立 

 

      市長挨拶 

       本日は大変お忙しい中、また夜分お疲れのところですね運営委員会に 

ご出席を賜り、本当にありがとうございます。 

また先生方には日頃より、休日夜間急患センターの運営その他を通しまし 

て、名取市民の安心安全、そしてまた、地域の医療の連携に大変なご尽力

をいただいておりますこと、厚く御礼を申し上げます。 

休日夜間急患センターの運営委員会は条例に基づきまして、そのセンター 

の運営に必要な事項、また医療の連携等について、調査研究も含めて先生

方にお願いしているところでございます。 

休日夜間急患センターにつきましては、半分が名取市民の利用ではありま 

すけれども、仙台市、それからいわゆる 2市 2町の市町の利用がほとんど

という形にはなっております。 

本当に地域の安心安全のために大変な役割を果たしていただいているとこ 

ろであります。本日は議事といたしまして、令和 7 年度の報告事項、また

令和 8年度の診療計画等についてご審議を賜りたいと思っております。 

限られた時間になりますが、そしてまたお疲れのところでありますが、何

卒よろしくお願い申し上げまして、開会にあたっての挨拶といたします。 

 

      曽我所長挨拶 

当センターの運営についてご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうござい

ます。 

当センターはちょうど今年で、開始 30 年となります。先ほど小池先生と

お話したのですが、小池先生は昔来たことがあるということでございま

す。 

そして 2016 年に、現在の場所に新築移転いたしまして、陰圧室を備え、

感染症に対応できる感染棟を有しております。 

また、東北大学病院の先生方からの強い要望や、年末年始、ゴールデンウ

ィーク等の混雑の緩和のため、今年 10 月から、電子カルテの運用を開始

いたします。 

令和 7年度の診療状況は、5215 人と、前年より減少しております。 



しかし、昨年の 11 月には、インフルエンザ A型の流行に伴い、混雑し、

多い日には 185 人もの患者様が来院されました。 

現在は、感染症の状況も落ち着いておりますが、引き続き、感染予防対策

を講じて、診療し、地域住民のために、1次救急医療機関としての役割を

十分はたして参りますので、皆様方のご支援よろしくお願いいたします。 

 

  委員長・副委員長選任  

川村委員が委員長に 東郷委員が副委員長に選任 

 

 

5. 議事 

①報告事項 

 令和７年度 診療状況報告等について  ⑴～⑺ 曽我所長説明 

 

  ⑴診療科別利用状況 

    前年比内科 400 人減・小児科 300 人増で 5,215 人の受診 

 

  ⑵年齢別利用状況 

       21 歳から 69 歳が一番多く 43.5％。7歳から 15歳の小児科が 19.9％ 

 

  ⑶保険区分別利用状況 

小児科受診者が多いため社保家族の方が多い。 

 

  ⑷受付時間別利用状況 

日勤帯の通常診療で約 83％。18時以降も 16.6％。 

夜中 0時から 6時 30 分までは、1名か 2名の診療となっており 0.7％。 

 

  ⑸地区別利用状況 

利用状況で一番多いのは名取市内 53.7％。次に仙台市 14.6％。 

 

  ⑹転送状況 

     85 名となっておりますが、すべて救急車で搬送したわけではなくて、そ 

のうちの 35 名が救急車で搬送してる患者となります。 

 

  ⑺感染隔離診療状況 

     基本、ほとんど感染症の患者さんは、感染棟で見るという体制。今年の状 

況を見ますと、内科の場合は感染棟で見る機会多い。 

小児科に関しましては、11 月はインフルエンザ Aの感染が非常に多かっ

たときで、一番右を見てもらいますとわかりますように、総合計が 1250

名となっております。 

小児科に関しましては、看護師の介助などもありますので、通常診療でも

診療しています。小児科は他のウイルス感染はたくさんありますので、こ

のような結果になったと思われます。 

  

○川村委員長 

はい。ありがとうございます。今までの報告事項の（1）から（7）までで何かご質問

等ありませんでしょうか。なければ、次に進んでいきたいと思います。 

続きまして、（8）番の令和 7 年度名取市休日夜間急患センター管理運営委託料、決



算書、それから、（9）の令和 7 年度事業報告まで事務局で説明をお願いいたします。 

 

  ⑻令和７年度名取市休日夜間急患センター運営委託料清算書  高橋説明 

    ・報酬について、患者数減による超勤等の減 

    ・需用費について、インフルエンザ等の医薬材料費等の高騰で医薬品、 

医薬材料費が上がっている。 

    ・残額は市に返還 

 

 

  ⑼令和７年度事業報告について     馬場看護師長説明 

   科長会 3回。勉強会 3回。電子カルテについての科長会 4回。 

事務局側で 2回。医療関係の立入検査 1回行いました。 

 

 

○川村委員長 

これについて、ご質問とございませんでしょうか。 

大丈夫のようですので、次に進みたいと思います。 

急患センターの電子カルテ導入についてお願いいたします。 

 

  ⑽休日夜間急患センター電子カルテ導入経過について   高橋説明 

     昨年度から導入について検討していただいておりました電子カルテにつき

ましては、今年度入札を行い、様々な事業者さんとの打ち合わせを経まし

て、8月 19 日に電子カルテの設置、連携テストを無事に終えたところで

す。 

その当日 8月 19 日には、事務職員の方々の研修を行っております。 

今後につきましては、看護師へのカルテ操作研修を 9月、10 月に、延べ 4

回を計画しております。また、9月と 10月どちらかに医師会の先生方へ

電子カルテについての操作研修を検討しているところです。 

本格稼働につきましては、10 月 17 土曜日からと考えております。 

 

○川村委員長 

ここについて、ご質問ございませんでしょうか。10 月 17 日は誰が担当の先生なので

しょうか。 

 

〇千田副所長 

手をあげる 

 

〇川村委員長 

千田先生ですね。よろしくお願いします。 

それでは、特に質問もないようですので、それでは、2番の協議事項に移りたいと思

います。 

 

 

②協議事項 

 令和８年度 診療計画等について 

 

  ⑴令和８年度事業計画  馬場看護師長説明 

      勉強会について、小児科の勉強会を 9月 29 日に、東北大学小児科の中



野先生より、教授いただく予定です。 

あとは内科外科と、秋か冬かということで予定を組んでいる予定です

が、内容、日にち等は未定です。 

科長会におきましては随時になりますので、所長等と相談をしながら進

めていく予定です。 

 

  ⑵令和８年度管理運営委託料予算書   高橋説明 

   ・報酬については、曜日の日数の違い（日曜日減・土・祝日増） 

    

    

○川村委員長 

これについて、どうでしょうか。（特に質問なし） 

続きましてそれでは（3）番の診療日、診療受付時間、診療科目についての説明をお

願いします。 

 

  ⑶診療日・診療受付時間・診療科目 

  ⑷診療人員の構成            ⑶⑷遊佐課長説明 

   

      急患センター診療日、診療受付時間、通常、過忙期での診療人員体制に

ついて説明いたします。急患センター診療日は土曜日、日、祝日となってお

ります。 

土曜日の診療体制についてご報告いたします。 

土曜日は名取市医師会医師、宮城県がんセンター、医師会会員医師による当

番となっております。診療科目は主に内科です。診療時間は午後 2時から午

後 4時半、夜間は午後 6時から午後 9時の診療時間となっております。 

診療人員に関してです。医師 1名、看護師 2名、医療事務員 2名、冬季感染

症患者繁忙期 12月から 3月にかけて、18 時から 21 時まで、小児科の診療

を行っております。 

第 1週、第 3週、第 5週を東北大学小児科医師、第 2週、第 4週を名取市医

師会及び近隣市町村等医師によるご協力により、診療を行っております。 

小児科医師が増える期間内のみ、看護師 1名、医療事務員 1名、薬剤師 1

名、18 時から 21 時までの診療時間に人員が増える体制です。 

土曜日に関しましては、冬季小児科診療の期間のみ、薬剤師は院内薬局に

て、調剤業務を行っております。 

続きまして日曜日、祝日診療体制について、ご報告いたします。 

診療科目は内科、小児科、外科、日勤帯午前 9時から 12 時、13時半から 16 

時半。内科診療に関しましてのみ 18 時から 23時 30 分。0時から翌朝 6時

30 分までの診療体制です。令和 5年 12 月に、労働基準局により、深夜帯に

関しまして、医師の宿直申請許可がおりております。 

人員は医師は日勤帯 3名、準夜帯、深夜帯医師 1名。看護師は日勤帯 6名、

準夜帯深夜帯 2名、医療事務員は日勤帯 3名、準夜帯深夜帯 2名となってお

ります。 

診療放射線技師は日勤帯のみ 1名、薬剤師は日勤帯 1名準夜勤帯 18 時から

21 時まで 1名。 

5 月のゴールデンウィーク、12 月から 3月までの感染症繁忙期は、日勤帯薬

剤師以外 2名体制をとっております。 

 

 



○川村委員長 

はい、ありがとうございます。 

ここまでについて、診療体制について、何か質問とかありませんでしょうか。 

今までの経過、議事について、さかのぼっても結構です。 

質問とか、ありましたら。 

特にご意見がなければ、以上をもちまして協議事項を終了といたします。 

事務局へお返しいたします。 

 

⑶その他 特になし 

 

 

 

6. 閉会挨拶  東郷副委員長 

〇東郷副委員長 

本日はおいしいお忙しい中ご出席いただきありがとうございました。 

今後ともご協力のほどよろしくお願いいたします。 

これにて閉会といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 


